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はっぴぃで  やさしい  まちづくり

社会福祉協議会は、
住民の皆さんの参加と協力によって運営され、
福祉のまちづくりをすすめている民間の福祉団体です。
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森　木花（きか）ちゃんは３歳の葉山町在住の女の子です。１歳で入院してから「拡
張型心筋症」という病気を治すために沢山の治療をしてきました。しかし、進行を
止めることは難しく、今は感染症や血栓による脳梗塞のリスクを抱えながら、「補
助人工心臓」の助けを借りて心臓移植を待っています。きかちゃんは、このままで
は４歳の誕生日を迎えられるか、分かりません。一刻も早い米国での心臓移植の実
現の為、みなさまのご支援を心よりお願いいたします。

両親からのお願い
私たちの娘、木花は、１歳４か月まで元気いっぱいで食欲旺盛な子どもでした。

ところが2019年６月、嘔吐を繰り返したため、かかりつけ医を受診すると思いもよ
らず心音の異常を指摘されました。急いで向かった総合病院の診察で「拡張型心筋症」であると告げられました。

初めて耳にする病名で、検索すると“治療困難” や“予後不良” の文字が目に飛び込んできて体中がガクガクと震え、何かの間違いであってほ
しい、と現状を受け入れることができませんでした。入院後、内科的治療を開始。しかし脳梗塞や感染症を併発し、みるみる弱っていく木花の姿
を、私たちはただただ見守る事しかできませんでした。内科的治療の限界を迎えていた2020年３月、成育医療研究センターに転院、補助人工心
臓を装着する手術を行い、命をつなぐことができました。心臓を補助してもらうことで、歩いたり食べたりできるまでに持ち直し、このまま国内
で移植を待てる、と胸を撫で下ろしました。ところが11月に心不全が悪化。

拡張型心筋症が進行性の病気であること、補助人工心臓は心臓移植までの橋渡しでしかないこと、木花の命の期限が近づいていることを、改
めて気づかされた瞬間でした。
もう一度、家族４人で過ごしたい。
入院して２年。以前のようにまたみんなで食卓を囲み、笑いながらお話ししたい。一緒にお散歩して、季節を感じ、たわいない日常を過ごした

い。私たちは、木花が生きていく可能性があるのなら、海外での移植を目指すことを決意しました。誠に勝手なお願いと重々承知しておりますが、
どうか私たち家族の願いに、ご支援とご協力をお願いいたします。森　賢吾・理恵子

きかちゃんを救う会は、きかちゃんの両親の友人で構成されたボランティア団体です。
きかちゃん兄の幼稚園繋がりの保護者が中心となり活動しています。

募金の振込先　口座名「キカチャンヲスクウカイ」
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きかちゃんに心臓移植を

目標金額 ３億５千万円　募金にご協力をお願いいたします。

▶きかちゃんを救う会ホームページ
　QRコード
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・理事会の開催…7回（内書面4回）
・監事会の開催…4回
・評議員会の開催…3回（内書面3回）
・評議員選任・解任委員会の開催…1回
・福祉貢献者表彰　14人＋6団体
・会費の確保

一般会費…7,853世帯　4,072,850円
賛助会費…75件　402,000円
・葉山町社会福祉協議会だよりの発行…3回
・ホームページ、ブログ等の管理　　他

法人運営
地域生活を送る上での困りごとの相談や小地域福祉活動、ボランティア活

動など住民の方々、民間団体の方々が主体の福祉活動の支援を行いました。
◆総合相談事業
・生活相談139件　活動相談47件
・相談員研修事業…2回　2人
・個人登録ボランティア…55人　団体登録　45団体
・葉山地域活動ガイドブック発行…650部
・はやま住民福祉センターだよりの発行…9回
◆福祉教育・人づくり事業
・地域包括ケア推進研修　

コミュニティソーシャルワーク基礎研修　（中止）
・地域支え合い学習会…2回　延べ92人 （1回中止）
・送迎ボランティア養成研修（中止）
・手話奉仕員養成講座（入門課程）の開催…11人
・音訳ボランティア養成講座（初級編）の開催…10人
・夏休み福祉活動体験学習の開催（中止）
・葉山じょうほうカフェ…2回 延べ18人
◆組織化事業
・小地域福祉活動推進組織設置・運営支援（会合等参加）

木古庭福祉委員会…3回
上山口福祉活動推進員会…2回
下山口福祉活動きづなの会…6回
一色地区福祉の輪「ぬくもり」の会…8回
一色地区町内会エリアごとのヒアリング…2回
堀内地区たすけ愛隊定例会…12回
長柄（長柄下・長柄町内会）地区ネットワーク会議…8回
葉桜福祉センター定例役員会…10回
イトーピア福祉友の会…3回

・小地域福祉活動推進組織補助事業…4地区　400,000円
・ふれあいいきいきサロン助成…17団体　203,873円
・葉山災害ボランティアセンター連携会議…1回
・コロナ禍災害ボランティアセンター勉強会…1回
◆葉山町生きがいミニデイサービス事業
・葉山町生きがいミニデイサービス事業…19団体157回
◆活動資金・物資の支援
・災害時要援護者ネットワークづくり事業…対象者830人　　　
・年末たすけあい運動助成事業　財源活用委員会…3回

小規模助成…16団体　520,000円
一般助成…4団体　1,400,000円
 小地域支え合い助成…3団体　284,000円
災害ボランティアセンター助成…1団体　100,000円

・ボランティア室の貸出 160回
・印刷機、綿菓子機、ポップコーン機等機材の貸出…121件
◆はやま住民福祉センター運営等事業
・はやま住民福祉センター運営委員会…2回
・地域福祉活動計画策定委員会…1回
◆在宅援護事業等
・交通遺児への見舞金支給…1件
・法外援護費の支給…2人　2,160円
・車いすの貸与…35件／40台
・たすけあい資金貸付　新規貸付…1人
・外出支援車両貸出事業…10件
・コロナ禍生活食材応援プロジェクト…164回
◆介護用品支給事業…122人　支給数2,012品
◆生活支援体制整備事業の実施
・第2層協議体の運営と支援

木古庭地区…3回　上山口地区…2回　下山口地区…2回　
一色地区…3回　　堀内地区…20回　 長柄地区…8回
葉桜地区…1回　　イトーピア地区…1回　　　他

はやま住民福祉センター

・ともしび基金運営…6件　184,240円
・ボランティア活動振興基金運営…0件　0円

基金運営

社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会 令和2年度 事業報告（概要版）
「はっぴぃで　やさしい　まちづくり」をキャッチフレーズに、地域と行政と協働し誰もが自分らしく安心して暮らすことができる福祉
のまちづくりを目標として様々な福祉活動を展開しました。皆さまのご理解とご協力により、昨年度も多くの事業を実施することができま
した。詳細は葉山町社会福祉協議会ホームページからご覧いただけます。　URL：www.hayamashakyo.com

高齢者や体が不自由な方の在宅生活を支援するため、介護の相談や家事お
よび介護サービスの提供を行いました。
◆介護保険サービス
・ケアプランの作成…1,573件　予防プラン118件
・訪問介護…援助時間3,846時間
◆ホームヘルプサービス（自費型）…延べ利用者92人　他

◆葉山あんしんセンター
　専門員　1人　生活支援員　2人
　相談　1,576件　　サービス提供　362件　　専門員訪問　164件
◆生活福祉資金貸付事業
　通常貸付　延相談件数　　163件　　借受者数　16人
　特例貸付　延相談件数　2,002件　　申請件数　440件　　　　　他

介護サービスセンター

生活支援事業

高齢者が住み慣れた地域でいつまでも心身ともに健康で、安心・安全に暮
らしていくことができるよう、総合的な相談・支援を行いました。
・相談件数…1,435件
・介護プランの作成…直営　1,316件　委託　292件
・認知症カフェの開催…4回　延べ37人
・体操教室「ごりっぱ」「おたっしゃ」の開催…24回　117人
・地域等の会合に参加し講話など…18回
・出張相談室…9回　　　他

葉山町地域包括支援センター

令和２年度事業報告（概要）

・神奈川県共同募金会葉山町支会
赤い羽根募金総額…4,038,037円
年末たすけあい募金総額…3,891,203円

・葉山町老人クラブ連合会横三ブロック事業事務局運営

他団体の事務局運営



令和２年度決算報告（概要）	 令和３年3月31日現在 貸借対照表	 令和３年3月31日現在

（単位：円） （単位：円）
収　　　入 金額（円） 支　　　出 金額（円）

会費 4,474,850 法人運営 65,367,760
寄付金 967,240 基金運営 1,800,235
補助金 59,793,274 はやま住民福祉センター 25,229,740
受託金 28,951,848 在宅援護 5,679,347
貸付事業 1,000 福祉サービス利用援助 3,479,469
事業収入 1,129,083 貸付 6,856,401
介護保険事業 72,560,751 介護サービスセンター 70,527,641
受取利息配当金 2,476,217 地域包括支援センター 34,085,069
その他の収入 293,405
施設整備等による収入 820,500
その他の活動による収入 25,944,261
前期末支払資金残高 69,770,568

合　　　計 267,182,997 合　　　計 213,025,662
差引残額　54,157,335円

資　産　の　部 負　債　の　部
流動資産 69,835,481 流動負債 15,678,146
固定資産 450,723,638 固定負債 126,834,240
基本財産 1,000,000 負債の部合計 142,512,386
その他の固定資産 449,723,638 純　資　産　の　部

基本金 1,000,000
基金 235,591,029
国庫補助金等特別積立金 778,525
その他の積立金 104,923,483
次期繰越活動収支差額 35,753,696

純資産の部合計 378,046,733
資産の部合計 520,559,119 負債及び純資産の部合計 520,559,119

※収支差引残額につきましては、令和３年度への繰越金（基金原資の積立金含む）となります。

暮らしの安心のお手伝い　判断能力の不十分な障がい者や高齢者の権利を守ります

☆葉山あんしんセンター☆　～日常生活自立支援事業～

【お困りではないですか？】
○介護保険など、福祉サービスを受けたいが、どんな手続きをしたらいいのか分か
らない。

○いろいろな郵便物が届くが、大事な書類がどれか分からない。
○生活費を銀行に引き出しに行きたいが、ひとりでするには自信がない。
○ひとり暮らしなので、通帳や印鑑の管理が心配である。
＜葉山あんしんセンターでは＞
①福祉サービス利用援助……福祉サービスや苦情解決制度の利用手続きのお手伝い
をします。

②日常的金銭管理サービス……日常の預貯金の出し入れ、公共料金の支払いなどの
お手伝いをします。利用料は、生活保護受給者・前年度分所得税非課税者の方は
無料です。前年度分所得税課税者の方は、課税額に応じて有料となります。

③書類等預かりサービス……預貯金通帳、権利証、実印、年金証書などの大切な書
類等を金融機関の貸金庫でお預かりします。利用料は、年額6,000円です。（貸
金庫保管料）

④権利擁護専門相談（要予約）……弁護士による専門相談を実施します。相談料は
無料です。

＜利用できる方は＞
●障がいや高齢の理由で判断能力が十分ではないが、本事業の利用意思があり、契
約の内容をある程度理解できる方。
＜利用までの流れ＞
まず、葉山あんしんセンターにご連絡ください。
担当者（専門員）が訪問し、お困りのことを一緒に考え、必要な援助の支援計画を
作ります。
神奈川県社会福祉協議会で行われる審査会にて承認を得てから、契約を結びます。
支援計画に沿って生活支援員がサービスを開始します。
※相談から契約まで、おおむね3ヶ月程度かかります。

☆お金のことは、なかなか相談しづらいものです。秘密は厳守します。相談は無料
ですので、まずはご自身の困りごとからご相談ください。
葉山あんしんセンターでは、『あんしん』して日常生活が送れるようお手伝いします。

＜葉山あんしんセンターに関する問合せ先＞
葉山町社会福祉協議会　電話：046-875-9889　担当：齋藤

葉山町社会福祉協議会の役員および評議員の改選のお知らせ
下記のとおり役員および評議員の改選がございましたので、ご報告させていただきます。

この度、ご退任されました皆様方におかれましては、この場をおかりしまして心より御礼申し上げます。（敬称略・順不同）
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町内会連合会(長柄）
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民生委員児童委員協議会
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社会福祉施設
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社会福祉に関係のある団体
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社会福祉に関係のある団体
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司
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社会福祉に関心を持つ団体
任期：令和2年度会計に関する定時評議員会終結時～
　　　令和6年度会計に関する定時評議員会終結時

退任された評議員

梶山　悦子 冨樫　俊夫

【理事】
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町内会連合会（一色第４）
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民生委員児童委員協議会
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社会福祉施設
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地域代表者
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社会福祉に関心を持つ団体
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有識者
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社会福祉に関係のある行政機関
任期：令和2年度会計に関する定時評議員会終結時～
　　　令和4年度会計に関する定時評議員会終結時

【監事】
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男
お

有識者

3 石
いし

井
い

　宏
こう

一
いち

有識者
任期：令和2年度会計に関する定時評議員会終結時～
　　　令和4年度会計に関する定時評議員会終結時
退任された理事　　　　　　　　　　退任された監事
小山　　誠 鈴木　道子 上野　英樹

Shakyo Hayama3
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～生活支援体制整備事業～
一色地区の協議体の
取り組みについて

葉山すくすく子育てメール配信中！

お問い合わせ
＜葉山町社会福祉協議会＞

TEL：875-9889 FAX：876-1873 E-mail：shakyo@hayamashakyo.com 

◆法人運営 社会福祉協議会の運営に関する窓口 

◆介護サービスセンター ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する窓口 

FAX：874-9311 E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com 

◆はやま住民福祉センター 

福祉に関する相談窓口  

地域活動やボランティア活動に関する窓口  

日常生活自立支援に関する窓口

 

貸付に関する窓口

 
在宅福祉サービスに関する窓口  

◆葉山町地域包括支援センター 高齢者に関する総合相談窓口 

TEL：877-5324 E-mail：houkatsu@hayamashakyo.com 

住所：葉山町一色2512-14　須永マンション２階

ケアマネジャー直通TEL：877-1031　ホームヘルパー直通TEL：854-4414

様々な検診や児童館情報など、葉山町の子育て情報をお届けします。
QRコードから、空メールを送れば登録完了。個人情報等は不要です。
QRコードを読んで、表示されたメールアドレスに空メールを送ってください。
QRコードが読めない方や、PCでの登録の方は、sukupara-fjoin@5-55.jp へ空
メールを送ってください。
折り返し、『“sukupara” メーリングリストへようこそ』というメールが返って
きたら登録完了です。

新任職員紹介
～社会福祉協議会に新しく加わりました職員を紹介させて頂きます～

松尾　佳奈（まつお　かな）
＜介護サービスセンター　ケアマネジャー＞

５月より葉山町社会福祉協議会に入職いたしました。
介護サービスセンターは海が近く、毎日海を眺められて気持ちがよ
い環境です。

関わらせていただく方々の想いに寄り添いながら、安心して生活が送れるためのお
手伝いができるよう努力していきます。どうぞよろしくお願いいたします。

内　　容：葉山町内の地域で介護保険「訪問介護」等の身体介護、生活援助
勤務時間：月曜日から土曜日の間の8時〜18時、ご希望の曜日や時間につ

いて相談をしながら決めています。週1時間でもOK
条　　件：ヘルパー2級、初任者研修を受講済の方。未経験の方歓迎です。
給　　与：時給1,500円〜2,000円
選考方法：面接
そ の 他：健康診断年1回無料
連 絡 先：葉山町社会福祉協議会介護サービスセンター

電話：８７７－１０３１　FAX：８７４－９３１１
E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com
担当：山下　淳

ヘルパー募集（パート）

協議体ってなに？
一色の町内会や民生委員、施
設関係者、ボランティアなど
が支え合いの輪を作るために
勉強したり話し合ったりする
場です。

年を重ねても、住み慣
れた一色地区で安心し
て暮らしたいなぁ

一色地区の協議体は、こんなことをしています
①全体会
・一色地区での関係団体や個人のネットワークを形成する。
・社会資源の情報交換や共有をする

②町内会エリアごとのヒアリング
・活動団体の実情や課題を住民と共有
・地域の特徴を明らかにする

③「情報マップ」作成部会の活動（予定）
・地域の資源の収集・集約・発信を見える化

じゃあ、どうしたら？
協議体で話し合いましょう

住民の皆さんの支え合い・
助け合いを推進し、住み良
い地域を作るために、今後
も活動していきます

一色地区ってどんな所？
9つの町内会から成る一色ですが、
各町内会は山の上、海側などそれ
ぞれ特徴が異なります。
6字の中で、人口が１番多いのも
一色の特徴です

◀
令
和
元
年
七
月
二
十
九
日

　
研
修
の
風
景

※高齢者に関する相談窓口　担当地区
　堀内・長柄　　　　　　　　　　　葉山町地域包括支援センター　TEL：877-5324
　一色・木古庭・上山口・下山口　　葉山町地域包括支援センター 清寿苑　TEL：878-8905

年末たすけあい運動助成事業
（一般助成／令和2年度助成分）

プレゼンテーション報告会を実施しました
町民の皆さまにご協力をいただいて集まった年末たすけあい運動募金の一部を活用

し、令和2年度に一般助成を受けた下記6団体の活動報告会が6月23日に行われました。
コロナ禍真っ只中だった令和2年度でしたが、各団体とも感染予防対策に苦慮しなが

らも工夫して行った活動について、活動の実績や効果・成果、今後の展望などを報告
してくださいました。

1. すべての子どもたちの「自分らしく生きる」を叶えるための
エコロジカルデザインの礎づくり事業【団体名：わかり・あ】
1年目／助成交付額・決算額300,000円
「教育×福祉×地域」のつながりを基軸にして、子どもも大
人も自分らしく生きられる地域社会にすることを目的に、オン
ラインも取り入れながら、子育て中の親、学校関係者、地域住
民などがともに学び・つながりあう勉強会やお茶会を実施し、
学習会延べ130人、お茶会延べ24人が参加しました。

2. 知的障害者保護者のワンストップ相談事業【団体名：親なき
あとの相談室葉山】1年目／助成交付額400,000円　決算
額288,000円
ファイナンシャルプランナー・司法書士・福祉事業経験者な
どの専門職や知的障害者の保護者などが、障害者の保護者が抱
えている子どもの将来の不安や悩み（経済的安定や確保、住居、
地域での生活等）についての相談室を開設し、オンラインも活
用しながら保護者や福祉関係者へ説明会を行いました。

3. 孤立防止と見守り事業【団体名：NPO法人 葉山フレン
ドシップ】1年目／助成交付額・決算額275,000円
家に閉じこもりがちな高齢者などが軽体操や昼食がと
れるコミュニティサロンを4回開催（自力来店できない
方には送迎付き）するとともに、自宅での食事ケアと見
守りを兼ねたお弁当を年間延べ3,172食の配達を行い
ました。

4. 乳幼児の子育て支援 ～自分らしい子育ての塩梅を
学ぶ～【団体名：一般社団法人 Telacoya921】
2年目／助成交付額・決算額360,000円
子育て中の親の孤立防止と支援を目的に、子育て
支援に関わる一定の専門性を持つ担い手の育成のた
めの「アンバイサー（塩梅サー）養成講座」を11回
開催し、6名が新たに受講しました。

5. 知的障害者との共創事業【団体名：atelierるふと】1年目／助
成交付額・決算額300,000円
知的障害者の個性を活かし、障害者とともに工賃アップにつな
がる新たな仕事を創ることを目的に、障害者がデザインした製品
を販売する展示会を年2回開催した他、ホームページの立ち上げ、
通販サイトへの出店を行いました。

6. はやま食卓プロジェクト こどもの食卓【団体名：はやま食卓プロ
ジェクト実行委員会】3年目／助成交付額・決算額140,000円
子ども（小学生〜高校生）の孤食の解消や子育て中の親の家事
の負担軽減などを目的に、令和2年度は子どもたちの自宅や協力
店舗をオンラインでつないで、提供したお弁当を皆で同時に食べ
る「子どもの食卓オンライン」を2回開催しました。


